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　日本と韓国の両国で選手や指導者の経験

を持つ筆者は、現場で感じた問題点などにつ

いて競技力向上のため改善を求め、今回の日

本と韓国のサッカー選手と指導者について指

導の実態や心理的な特徴の分析を元に、比

較研究を行い、問題点を抽出した。そして、

両国のサッカーレベル向上のためにそれぞれ

の国にあった指導方法の改善やより効果的な

指導のための資料を得ることとした。

　本研究の第 2 章では、ユース年代におけ

る指導者の養成と一貫した指導は、その国独

自のサッカースタイルの確立や選手の競技力

向上のためには欠かせないものであることか

ら、ユース年代選手に対する指導者の資質と

そこからくる指導実態について明らかにする

ことを目的として研究を行った。（図 1-1、1-2）

第 3 章では、ユースの次の年代であり、プロ

リーグに即戦力として入団していく選手として

日・韓ユニバーシアード代表選手の心理的競

技能力についての調査を行い、両国の大学

サッカー選手の心理的特性について比較検

討を行った。（図 2）

　以上の検討をもとにして、心理的競技能力

を強化する為のトレーニングについての実践

的研究を第 4 章で行った。そこでは、日本の

大学サッカー選手を対象として、ゴールまで

に至る有効的な攻撃をするための認知的側面

を含めたトレーニング法を考案し、その有効

性を試合でのゲーム分析から検証した。（表1）

（図 3,4）そして、第 5 章では日本・韓国のサッ

カー強化の方策、指導現場など今後の展望

を総括としてまとめた。

本研究の結果から、日本の場合、指導者は

選手がただ楽しければよいことではなくある

育成の段階から選手の自信や判断力、予測力、

決断力を高められるサッカー専門の指導の質

を上げること、選手は、闘争心、集中力を高

めながら自分の能力を向上させたいという自

己実現意欲を高めることが重要であると思う。 

　これらのことを踏まえて、日本サッカー協

会は、世界トップレベルの国の情報を視野に

入れながら自国の指導者の養成や選手の育

成の質を上げるためには、現在の日本の問題

点を解決することを考えてプランをたてるこ

とが両国のサッカー界にとって最も重要であ

ると思われる。また韓国では、指導者の「選

手のやる気を高める能力」の改善、選手の精

神の安静・集中の向上のため心理的スキルト
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レーニングの実施することが重要であると考

えられる。そしてアジアだけではなくヨーロッ

パや南米のサッカー強国との比較研究を行

い、自国の問題点を抽出し現場のための研究

を行うことが重要であると考えられる。

　

　本研究は , 平成 22 年度日本体育大学大学

院で取得された博士論文のまとめ・平成 24

年度専修大学社会体育研究所第１回研究会

で発表したものである.


